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11月13日（日）
投 票 日

御浜町議会議員選挙

　御浜町議会議員選挙は、平成
17 年 11 月８日（火）に告示、
11 月 13 日（日）に投票が行わ
れます。この選挙は、私たちの
代表 12 人を選ぶ大切な選挙で
す。棄権せずに投票しましょう。

※今回の選挙から、議会議員の定
数が、現在の 15 人から 12 人に
削減されます。

【告　示】11 月 ８日（火）
【投票日】11 月 13 日（日）午前７時～午後８時
　　　　　※ 第１投票所（片川公民館）のみ午後７時まで

　投票日に、仕事や外出等で投票できない人は、期日前投票ができます。期日前投票の手続きは簡単で、
印鑑も必要ありません。ただし、入場券については、本人確認のため、ご持参ください。
【期　間】11 月９日（水）～ 11 月 12 日（土）
【時　間】午前８時 30 分～午後８時
【場　所】役場本庁１階　第１会議室

　入場券は、11 月８日（火）に各世帯に郵送する予定です。投票日が近づいても届かない場合は、お問
い合わせください。万一紛失した場合でも、選挙人名簿に登録されていれば投票できますので、投票所
で申し出てください。

　即日開票します。開票は、午後９時から、役場３階くろしおホールで行います。

†問い合わせ先†　選挙管理委員会（総務課内）　☎３―０５０５（担当　辻
つじ

・鈴
す ず き

木）

開票は午後９時から

投票所入場券は 11月８日（火）に郵送予定

期日前投票は 11月９日（水）から

日　　　程　　　は

11月13日（日）
投 票 日
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接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

電
話
に
出
る
職
員
は
、
す
べ
て

役
場
の
代
表
者
で
す
。
先
方
か
ら

は
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
不

愉
快
な
思
い
を
さ
せ
る
電
話
応
対

で
は
役
場
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

見
え
な
い
か
ら
こ
そ
て
い
ね
い

に
、
そ
し
て
常
に
ス
マ
イ
ル
で
、

感
じ
の
よ
い
電
話
応
対
を
心
が
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

私

た

ち

職

員
の

５　

電
話
応
対

其の 4

5 

電
話
応
対

見
え
な
く
て
も

常
に
ス
マ
イ
ル

出
る
と
き
は
所
属
名
と

自
分
の
名
前
を

　

朝
で
あ
れ
ば
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」、
関
係
す
る
機
関
等
と

の
や
り
取
り
で
あ
れ
ば
「
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」、
電

話
を
切
る
と
き
は
「
失
礼
い
た
し

ま
す
」「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
た
あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
入
れ

る
だ
け
で
、
や
わ
ら
か
い
印
象
を

与
え
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気
に
な

り
ま
す
。

⑴
心
の
準
備

　

電
話
応
対
で
は
常
に
自
分
が
職

場
の
窓
口
（
代
表
）
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
く
。

⑵
準
備

◆
取
り
次
ぐ
職
員
が
不
在
の
場
合

「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
○
○

は
た
だ
い
ま
外
出
し
て
お
り
ま

す
。」「
△
時
に
戻
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
も
し
私
で
よ
ろ

し
け
れ
ば
ご
用
件
を
承
り
ま
し
ょ

う
か
？
」

◆
「
伝
言
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

言
わ
れ
た
と
き

　

用
件
を
伺
い
、
復
唱
し
て
か
ら

「
私
、
○
○
課
△
△
が
承
り
ま
し

た
。」

◆
「
戻
っ
た
ら
電
話
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
言
わ
れ
た
と
き

「
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
お
電
話
番

号
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

電
話
番
号
を
復
唱
し
、「
私
、
○

○
課
△
△
が
承
り
ま
し
た
。」

◆
「
再
度
、
電
話
し
ま
す
」
と
言

わ
れ
た
と
き

「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
○
○

は
△
時
ご
ろ
戻
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　

電
話
に
出
る
と
き
は
、
所
属
名

と
一
緒
に
自
分
の
名
前
を
名
乗
り

ま
し
ょ
う
。
お
客
様
に
て
い
ね
い

な
印
象
を
与
え
る
と
と
も
に
、
自

身
の
電
話
応
対
に
も
責
任
感
が
出

て
き
ま
す
。
内
線
・
外
線
の
区
別

な
く
名
乗
り
ま
し
ょ
う
。

あ
い
さ
つ
し
ま
す

⑴
準
備

●
相
手
の
役
職
、
氏
名
を
確
認

●
用
件
を
整
理
し
、
資
料
を
準
備

⑵
相
手
が
出
た
ら

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
御
浜

町
役
場
○
○
課
の
△
△
と
申
し
ま

す
。」「
□
□
様
の
お
宅
で
し
ょ
う

か
。」

⑶
取
り
次
ぎ
依
頼

◆
相
手
が
分
か
っ
て
い
る
場
合

「
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
○
○
課
の

△
△
様
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

◆
相
手
が
不
明
の
場
合

「
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
○
○
の
件

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
担
当
の
方
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」

⑷
取
り
次
ぎ
相
手
が
出
た
ら

◆
相
手
が
分
か
っ
て
い
る
場
合

「
御
浜
町
役
場
○
○
課
の
△
△
で

ご
ざ
い
ま
す
。
□
□
の
件
に
つ
い

て
お
電
話
い
た
し
た
の
で
す
が
。」

◆
相
手
が
不
明
の
場
合

「
お
忙
し
い
と
こ
ろ
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
私
、
御
浜
町
役
場
○

○
課
の
△
△
と
申
し
ま
す
が
、
□

□
の
件
に
つ
い
て
お
電
話
い
た
し

た
の
で
す
が
。」

●
用
件
は
、
要
領
よ
く
、
簡
潔
に

●
最
後
に
要
点
を
復
唱
し
、
確
認

す
る
。

⑸
電
話
を
切
る

　

基
本
的
に
電
話
を
か
け
た
方
か

ら
受
話
器
を
置
く
。（
受
話
器
を

置
く
と
き
は
、
静
か
に
）

　

電
話
の
側
に
は
メ
モ
用
紙
と
筆

記
用
具
を
用
意
し
て
お
く
。
電
話

が
鳴
っ
た
ら
、
２
〜
３
回
で
出
る
。

（
そ
れ
以
上
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
、

「
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。」
の

一
言
を
）

⑶
電
話
応
対

「
は
い
（
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
）。

御
浜
町
役
場
○
○
課
の
△
△
で
ご

ざ
い
ま
す
」

※
「
も
し
も
し
」
は
使
わ
な
い
。

※
相
手
が
名
乗
ら
な
い
場
合
「
恐

れ
入
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
さ
ま

で
し
ょ
う
か
。」

◆
自
分
で
応
対
す
る
場
合

　

５
Ｗ
１
Ｈ
（W

ho

「
だ
れ
が
」・

W
hat

「
何
を
」・W

hen

「
い
つ
」・

W
here

「
ど
こ
で
」・W

hy

「
な

ぜ
」・H

ow

「
ど
の
よ
う
に
」）
の

要
領
で
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
正
確

に
用
件
を
聞
く
。
最
後
に
要
点
を

復
唱
す
る
。

◆
取
り
次
ぐ
場
合

「
課
長
の
○
○
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
。」

（
内
部
の
人
間
に
は
敬
称
を
付
け

な
い
。）

⑷
応
対
終
了

　

相
手
が
受
話
器
を
置
い
た
の
を

確
認
し
て
か
ら
受
話
器
を
置
く
。

　

４
ヶ
月
に
わ
た
り
「
接
遇
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
職
員
の
応
対
で
ご

不
満
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

「
接
遇
１
１
０
番
（
☎
３
―
０
５

０
５
）」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
の
か
け
方

電
話
の
受
け
方

電
話
の
取
り
次
ぎ
方
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「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」の
実
施
プ
ラ
ン

「
事
務
事
業
見
直
し
編
」（
中
間
報
告
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

昨
年
11
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
の
策
定
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
事
務
事
業
見

直
し
編
」
の
主
要
項
目
の
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
指
針
は
、
今
後
の
行
政
の
あ
り
方
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
方
向
性
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、「
住
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
、「
行
政
運
営
の
健
全
化
（
行
政
改
革
）」「
住
民
自
治
の
確
立
」「
地
域
課
題
の
対
応
（
安
心
・
安
全
の
確
保
）」

の
３
つ
の
基
本
方
針
で
構
成
し
て
い
ま
す
。「
事
務
事
業
見
直
し
編
」
に
つ
い
て
も
、こ
れ
ら
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
形
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
中
間
報
告
は
、
あ
く
ま
で
も
原
案
、
検
討
資
料
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
内
容
を
基
に
、
住
民
の
皆
様
へ
の
説
明
、
あ
る
い
は
懇
談

を
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ま
と
め
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●シリーズ／新しいまちづくり 6

⑴ 

行
政
改
革
の
推
進

⑵ 

財
政
の
健
全
性
の
確
保

　

 

（
新
規
）

⑶ 

新
た
な
広
域
連
携

4

１
「
行
政
運
営
の
健
全
化
」

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
や
再
編
を
図
り
ま
す

　
　

＊
〔　
　
　

〕
内
は
実
施
年
度

①
近
隣
市
町
と
の
連
携
強
化

▼
新
た
な
事
務
事
業
に
つ
い
て
の

共
同
処
理
を
検
討　

②
県
と
の
新
た
な
連
携

▼
特
定
行
政
分
野
（
保
健
・
医
療
・

福
祉
分
野
）
で
の
連
携
〔
17
年

度
〕

▼
厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、「
財
政
収
支
見
通

し
」
及
び
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
〔
17
年
度
〕

▼
支
所
・
連
絡
所

・
尾
呂
志
支
所
、神
志
山
連
絡
所
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
〔
18
年
度
〕

▼
保
育
所

・
尾
呂
志
保
育
所
、
神
木
保
育
所

を
廃
止
〔
18
年
度
〕

▼
学　

校

・
適
正
な
学
校
規
模
を
考
慮
し
た

統
廃
合
の
検
討
を
開
始
〔
17
年

度
〕

④
負
担
金
・
補
助
金
等
の
整
理
合

理
化

▼
負
担
金
・
補
助
金
の
支
出
に
対

す
る
ル
ー
ル
の
明
確
化
〔
18
年

度
〕

▼
負
担
金
、
補
助
金
の
総
額
抑
制

〔
18
年
度
〕

長
を
除
く
）
は
４.

８
％
削
減

　
〔
17
年
度
〕

▼
一
般
職

・
定
員
の
見
直
し
（
職
員
数
の
削

減
）、
諸
手
当
の
削
減
〔
17
年

度
〕

・
平
成
18
年
度
以
降
の
削
減
も
検

討
中

②
組
織
・
機
構
の
再
編

▼
事
務
事
業
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、

　

役
場
組
織
の
再
編
を
実
施
〔
18

年
度
〕

③
公
共
施
設
の
統
廃
合

①
人
件
費
の
抑
制　

▼
特
別
職

・
報
酬
を
、
町
長
は
５
％
、
収
入

役
・
教
育
長
は
４
％
削
減
〔
17

年
度
〕

・
平
成
18
年
度
以
降
の
削
減
も
検

討
中

▼
議　

員

・
定
数
を
15
名
か
ら
12
名
に
削
減

〔
17
年
度
〕

・
報
酬
を
、
議
員
（
議
長
、
副
議

⑤
税
収
入
の
確
保

▼
徴
収
率
（
現
在
84
．
５
％
）
の

向
上
に
向
け
て
の
徴
収
体
制
を

強
化
〔
18
〜
20
年
度
〕

⑥
受
益
者
負
担
の
適
正
化

▼
保
育
料

・
町
独
自
の
基
準
で
設
定
し
て
い

る
保
育
料
を
、
国
基
準
に
準
じ

て
改
定
〔
18
年
度
〕

▼
下
水
道
使
用
料

・
町
独
自
の
基
準
で
設
定
し
て
い

る
下
水
道
使
用
料
を
、
全
国
平

均
、
県
平
均
を
基
準
と
し
た
使

用
料
に
改
定
〔
18
年
度
〕

▼
そ
の
他
使
用
料
等

・
受
益
者
負
担
の
ル
ー
ル
を
統
一

化
し
、
適
正
な
使
用
料
等
を
徴

収
〔
18
年
度
〕
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２
「
住
民
自
治
の
確
立
」

　

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す

⑴ 
自
治
意
識
の
高
揚

⑵ 

地
域
内
自
治
の
推
進

⑶ 

情
報
の
公
開
と
共
有
化

３
「
地
域
課
題
へ
の
対
応
」

　

安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す

⑴ 

防
災
対
策

⑵ 

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
不
明
な
点
や
、
詳

し
く
知
り
た
い
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、「
御
浜
ト
ー
ク
」
等
の
町
の

広
聴
制
度
を
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
10
月
号
の
意
見

募
集
用
紙
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の
声

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
†
問
い
合
わ
せ
先
†

企
画
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

☎
３
―
０
５
０
７

①
住
民
自
治
組
織
設
置
の
推
進

（
新
規
）

▼
区
や
自
治
会
な
ど
の
活
動
状
況

調
査
の
実
施
〔
17
年
度
〕

▼
地
域
の
既
存
組
織
（
区
・
自
治

会
等
）
を
尊
重
し
な
が
ら
、
町

①
情
報
公
開
制
度
の
充
実

▼
情
報
公
開
制
度
に
お
け
る
情
報

開
示
範
囲
の
拡
大
〔
19
年
度
〕

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

（
政
策
の
立
案
過
程
に
お
け
る

趣
旨
や
内
容
等
を
公
表
し
、
住

民
の
意
見
を
考
慮
し
た
意
思
決

定
を
行
う
仕
組
み
）の
導
入（
新

規
）〔
18
年
度
〕

▼
条
例
改
正
、職
員
研
修
に
よ
る
、

適
正
な
個
人
情
報
の
保
護
〔
18

年
度
〕

▼
地
域
ご
と
の
研
修
会
等
の
充
実

〔
18
年
度
〕

▼
小
・
中
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
の
充
実
と
実
践
的
な
訓
練
の

検
討
〔
18
年
度
〕

②
公
共
施
設
の
耐
震
化

▼
公
共
施
設
の
計
画
的
な
耐
震
補

強
の
実
施
〔
17
〜
20
年
度
〕

③
災
害
対
策
本
部
体
制
の
強
化

▼
組
織
に
お
け
る
指
揮
系
統
・
役

割
分
担
の
明
確
化
、職
員
研
修
・

①
健
康
づ
く
り
計
画
（
仮
称
）
の

制
定
（
新
規
）

▼
現
行
の
保
健
施
策
計
画
に
基
づ

き
、「
健
康
づ
く
り
計
画
（
仮

称
）」
を
策
定
〔
18
年
度
〕

②
健
康
づ
く
り
活
動
の
支
援

▼
健
康
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

運
動
や
食
事
に
よ
る
健
康
づ
く

り
の
普
及
啓
蒙
〔
18
〜
20
年
度
〕

例　

講
演
会
、
健
康
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
広
報
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
よ
る
啓
発
等　
　
　
　

▼
区
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
で
取

り
組
む
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の

支
援
〔
18
〜
20
年
度
〕

訓
練
等
の
実
施
等
に
よ
り
、
非

常
時
に
敏
速
、
的
確
な
行
動
が

で
き
る
体
制
を
整
備
〔
17
〜
18

年
度
〕

内
に
４
〜
６
つ
の
住
民
自
治
組

織
を
設
置
〔
18
〜
19
年
度
〕

▼
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
住
民
自

治
の
進
め
方
の
ル
ー
ル
を
定
め

た
条
例
の
制
定
〔
18
〜
19
年
度
〕

①
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援

と
防
災
教
育

▼
町
内
全
域
で
自
主
防
災
組
織
を

組
織
化
〔
18
年
度
〕

▼
自
主
防
災
組
織
ご
と
の
避
難
マ

ッ
プ
作
成
支
援
〔
17
〜
19
年
度
〕

▼
現
行
の
総
合
防
災
訓
練
を
廃
止

し
、
地
域
ご
と
の
実
践
的
な
訓

練
へ
移
行　
〔
18
〜
19
年
度
〕

例　

運
動
器
具
の
貸
与
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等　

▼
世
帯
ご
と
に
健
康
カ
ル
テ
の
作

成
配
付
、記
載
指
導
の
充
実（
新

規
）〔
18
〜
20
年
度
〕　

▼
運
動
や
食
事
に
つ
い
て
の
健
康

相
談
（
個
別
）
の
充
実
〔
18
〜

20
年
度
〕

③
疾
病
予
防
の
充
実

▼
基
本
・
が
ん
・
糖
尿
病
等
の
各

種
健
康
検
査
の
受
診
数
の
向
上

に
向
け
啓
発
活
動
の
強
化
〔
18

年
度
〕　

例　

受
診
環
境
の
充
実（
休
日
・

夜
間
の
健
診
実
施
等
）、
検
診

等
に
よ
る
予
防
実
績
の
分
析
・

公
表
等

④
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
総
合
相

談
窓
口
の
設
置
（
新
規
）

▼
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
「
保

健
・
医
療
・
福
祉
」
分
野
の
総

合
相
談
窓
口
を
設
置
〔
18
年
度
〕

①
自
治
意
識
の
啓
発
（
新
規
）

▼
講
演
会
、
勉
強
会
を
通
じ
た
意

識
啓
発
活
動
の
実
施
〔
17
〜
20

年
度
〕

▼
区
、
自
治
会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
へ
の
側
面
支
援
〔
17
〜

20
年
度
〕

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

等
の
新
た
な
公
共
領
域
の
担
い

手
と
の
連
携
〔
17
〜
20
年
度
〕

②
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
仮
称
）

の
制
定
（
新
規
）
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　平成 16 年度一般会計と特別会計の決算が、町議会 9 月定例会で認定されました。
　決算の概要で町の財政状況をお知らせします。

◆ 一般会計の決算状況 ◆

歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　引　　額 翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

52 億 1,594 万円 51 億 4,139 万円 7,455 万円 372 万円 7,083 万円

決　　算　（平成16年度）

　歳入総額は、52 億 1,594 万円で、主に志原保育所移転改築事業に充てた国庫支出金や地方債の増額などに
よる影響から、前年度に比べて 4 億 8,301 万円の増額となりました。
　科目別の決算額の構成比率は、地方交付税 41.0％、町債 17.2％、町税 13.4％、国庫支出金 7.2％、県支出
金 6.6％などとなっています。
　歳出総額は、51 億 4,139 万円で、歳入に同じく、主に志原保育所移転改築事業費の増額などによる影響から、
前年度に比べて 5 億 8,621 万円の増額となりました。
　この決算から財政の状況を見てみると、町に入ってくる「お金」全体（歳入）に占める町税、分担金･負
担金、施設使用料や事務手数料などの町が自主的に収入しうる「お金」( 自主財源 ) の構成比率が 22.9％と低
く、歳入の８割程度を自主財源以外の国や県などから交付されたり、割り当てられたりする「お金」や「借金」
（依存財源）に頼らなければならない「構造的に財政力の弱い」状況となっていることが分かります。
　このように大きく依存財源に頼った財政運営を余儀なくされている状況下で、現在、国の構造改革の柱の
一つとして「三位一体の改革」と呼ばれる改革が進められており、御浜町の依存財源の大部分を占める地方
交付税などについて、大幅な抑制が行われています。
　町では、この改革の推進などにより、今後、町の行っている各種行政サービスの提供に必要とされる「お金」
の確保が、難しくなると予想しています。　
　今回の決算からも、これらの町に入ってくる「お金」と、行政サービスに必要とされる「お金」のバラン
スが崩れつつあり、貯金（基金）の大幅な取り崩しによる財源確保を余儀なくされたという側面があります。

議会費
7,988
（1.5％）

総務費
66,308
（12.9％）

民生費
132,029
（25.7％）

衛生費
71,776
（14.0％）

農林水産業費
39,742
（7.7％）

商工費
1,351
（0.3％）

土木費
63,836
（12.4％）

消防費
16,462
（3.2％）

教育費
31,023
（6.0％）

災害復旧費
6,502
（1.3％）

公債費
77,122
（15.0％）

その他
12,050
（2.3％）

繰越金
9,275
（1.8％）

繰入金
18,908
（3.6％）

分担金・負担金
9,584
（1.8％）

地方譲与税
9,350
（1.8％）

地方消費税交付金
8,402
（1.6％）

県支出金
34,116
（6.6％）

国庫支出金
37,680
（7.2％）

地方交付税
213,624
（41.0％）

町債
89,900
（17.2％）

その他
8,911
（1.7％）

町税
69,794
（13.4％）

自主財源

依存財源

歳　出
51億 4,139
（万円）

歳　入
52億 1,594
（万円）
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◆ 特別会計の決算状況 ◆

会　計　名 歳 入 決 算 額。 歳 出 決 算 額 差　引　額
国 民 健 康 保 険 険 12 億   32 万円 11 億  181 万円 9,851 万円
老 人 保 健 12 億 3,205 万円 12 億 3,819 万円 △　614 万円
下 水 道 1 億 6,945 万円 1 億 6,548 万円 397 万円

◆ 水道事業特別会計 ( 企業会計 ) の決算状況 ◆

区　　　分 収 入 総 額 支 出 総 額 差　引　額
収 益 的 収 支 2 億 3,081 万円 2 億 6,016 万円 △ 2,935 万円
資 本 的 収 支 7 億  708 万円 7 億 5,632 万円 △ 4,924 万円

　現在、「新しいまちづくりの指針」の実施プランのとりまとめなどを通じて、町の提供している各種の行
政サービスの大幅な見直しやその経費負担の適正化などについて取り組んでいるところですが、これらの取
り組みによって、町に入ってくる「お金」と、行政サービスに必要とされる「お金」のバランスを保つことが、
緊急の課題と考えています。

◇ 基金残高の状況 ◇

 基金 ( 貯金 ) 残高 ：（注　財政調整･減債基金･その他特定目的基金の残高合計）
  　6 億 5,698 万円　→　町民一人あたり 約 6 万 4 千円

 ：平成 7 年度に約 18 億円あった基金残高が、現在では約 6 億 5 千万円となっており、基金
の取り崩しによる財源確保の限界が、近づいていると考えています。

◇ 地方債残高の状況 ◇

 地方債 ( 借金 ) 残高 ：（注　水道や下水道の整備に充てた借金を除いた残高合計）
  　58 億 1,019 万円  →　町民一人あたり 約 56 万 9 千円

 ：地方債の借り入れにより、道路、学校、保育所などの施設整備が進んだという側面がある
ため、評価が難しい数値ですが、これら借金の返済にあてる財源（お金）が、今後、義務
的な経費として必要となります。

◇ 特徴的な財政指標（経常収支比率）の推移 ◇

　財政構造が弾力的か否か、財政の健全性が保持されているか否かの
判断基準のひとつです。
　歳出のうち収入の増減に係わりなく支出を迫られる経常的に支出し
なければならない経費の占める割合 を指します。
　一般的には 75％程度が妥当とされていることを考えると、御浜町だ
けでなく全国の自治体で上昇傾向にあることを考慮したとしても、非
常に高い水準にあり、財政の硬直化が危惧されます。

†問い合わせ先†　総務課 財政係　☎３―０５０５

95

90

85

80

75

70
72.6

79.3 79.3
81.6 81.7

82.782.2

85.3

89.8

94.2

H7　 H8　 H9　 H10　H11　H12　H13　H14　H15　H16
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年
末
調
整
、
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
平
成
16
年
分
ま
で

の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
で
は
、
納
付
し
た
保
険
料
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
等
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
所

得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か

ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

に
、
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込

み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険

料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
に
、
生
命
保
険
会
社

等
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書

と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
社
会

保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
初
旬
に
送

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
か
ら
９

月
末
日
迄
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が

見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み

額
で
す
。
年
の
途
中
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
た
場
合
等
、
10
月
以

降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月

　例えば、夫に所得があり、妻の収入がパ
ート収入のみの方の場合、パート収入が
103 万円までであれば、夫は配偶者控除（38
万円）が受けられます。
　配偶者特別控除は、配偶者控除の対象で
はない妻について、妻の所得によって調整
されますが、最高額は 38 万円です。この
控除はパート収入が 103 万円を超えて 141
万円未満であれば受けることができます。
（夫の合計所得が 1,000 万円〈給与収入で約
1,231 万円〉を超える年には受けることは
できません。）

†問い合わせ先†
尾 鷲 税 務 署 ☎0597－22－2222

夫婦と税〈パートと税〉

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
―
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み）

初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
結
果
と
し
て
、
平

成
17
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
し
た
方
全
員
に
こ
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整

又
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際

は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

書
を
添
付
等
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ

の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
世
帯
主
又
は
配
偶
者
と
し

て
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額

の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税

等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
年
末
調
整
等

の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ご
家
族

分
の
証
明
書
も
添
付
等
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書 

」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　

い
ま
だ
逃
走
中
の
、
オ
ウ
ム
真

理
教
関
係
特
別
手
配
被
疑
者
（
平

田
信
40
歳
、
高
橋
克
也
47
歳
、
菊

池
直
子
33
歳
）
に
つ
い
て
は
、
み

な
さ
ん
の
情
報
が
検
挙
に
結
び
つ

い
た
場
合
、
民
間
で
組
織
さ
れ
た

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署鵜殿署

†
問
い
合
わ
せ
先
†

鵜
殿
警
察
署

☎
０
７
３
５
―
３
３
―
０
１
１
０

「
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
被
疑

者
検
挙
の
た
め
の
懸
賞
広
告
実
行

委
員
会
」
か
ら
、
手
配
被
疑
者
一

人
あ
た
り
２
０
０
万
円
の
懸
賞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
鵜
殿
署
、
駐
在
所

の
ポ
ス
タ
ー
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.npa.go.jp/

w
anted/index.htm

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

犯
人
逮
捕
に
ご
協
力
を
！

〜
懸
賞
金
制
度
の
お
知
ら
せ
〜

助
、
相
手
方
の
検
挙
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｄ
Ｖ
被
害
に
つ
い
て
は
、

事
案
に
応
じ
て
暴
力
の
制
止
、
被

害
者
か
ら
の
相
談
受
理
及
び
保

護
、
加
害
者
へ
の
指
導
警
告
、
加

害
者
の
検
挙
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
被
害
に
遭

わ
れ
て
い
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
警
察
総
合
相
談
電
話　

＃
９

１
１
０
（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
も
可
）
ま
た
は
鵜
殿
警
察
署
生

活
安
全
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　納税者自身による適正な申告と納税に支
えられている申告納税制度を維持し、課税
の公平を確保するためには、故意に不正な
手段で税金を免れた者の責任を厳しく追及
しなければなりません。このため、一般の
税務調査のほかに、特に大口・悪質な脱税
をした者に対しては、税金を納めさせるだ
けではなく、懲役または罰金という刑罰を
科すため、査察調査という特別な調査を行
っています。

脱税は社会公共の敵

　

警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害

に
つ
い
て
は
、
事
案
に
応
じ
て
相

手
方
へ
の
警
告
、
被
害
者
へ
の
援

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や

Ｄ
Ｖ
被
害
の
早
期
相
談
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正しいフォームで
効果的なウォーキングを
正しいフォームで
効果的なウォーキングを

No.299

正しい歩き方と靴の選び方

　

歩
く
こ
と
は
日
常
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
行

為
で
す
が
、
現
代
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習

慣
や
運
動
不
足
に
よ
っ
て
、
人
間
本
来
の
能
力

を
生
か
し
た
「
正
し
い
歩
き
方
」
の
で
き
る
人

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
か
ら
だ
に

無
理
な
負
担
が
生
じ
ず
疲
れ
に
く
く
な
り
、
し

か
も
効
果
的
に
有
酸
素
運
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
肥
満
の
予
防

と
い
っ
た
作
用
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
足

を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
身
の
血
流
が
促

進
さ
れ
、
大
脳
の
働
き
を
活
性
化
す
る
な
ど
、

認
知
症
予
防
に
も
役
立
つ
こ
と
が
近
年
の
研
究

か
ら
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■
靴
選
び
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

○
靴
の
つ
ま
先
に
１
㎝
程
度
の
余
裕
が
あ
る
か

○
立
っ
た
と
き
に
足
の
指
が
自
由
に
動
く
か

○
つ
ま
先
立
ち
し
て
も
指
が
窮
屈
に
感
じ
な
い

か
○
く
る
ぶ
し
が
あ
た
ら
な
い
か

○
か
か
と
は
浮
き
上
が
ら
な
い
か

○
適
度
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
感
じ
ら
れ
る
か

し
い
歩
き
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
、
普
段
正
し
く
歩
い
て
い
る
か
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
20
ｍ
く
ら
い
の
ロ

ー
プ
を
直
線
に
張
る
か
、
地
面
に
直
線
を
引
き
、

そ
れ
に
沿
っ
て
20
ｍ
く
ら
い
先
を
見
て
（
下
を

見
な
い
で
）
歩
い
て
み
ま
す
。
内
股
歩
き
、
が

に
股
歩
き
と
い
っ
た
く
せ
の
あ
る
歩
き
方
は
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
自
分
の
歩
き
方
を
見
直
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
歩
き
方
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で
歩
く
た
め
に
は
、
背
筋

を
伸
ば
し
て
お
な
か
を
引
き
締
め
、
し
っ
か
り

と
膝
を
伸
ば
し
て
か
か
と
か
ら
踏
み
出
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
歩
幅
を
広
め
に
と
り
、
腕
を
曲

げ
て
元
気
よ
く
振
れ
ば
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１1月
旬を食べる

～さつまいも～

　

さ
つ
ま
い
も
の
成
分
は
炭
水
化

物
で
す
。
水
分
が
多
い
た
め
満
腹

感
が
あ
る
わ
り
に
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

さ
ら
に
豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
で

ん
ぷ
ん
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
、

加
熱
し
て
も
壊
れ
に
く
い
の
が
特

徴
で
す
。
食
物
繊
維
や
カ
リ
ウ
ム

も
多
く
、
ま
た
果
肉
の
色
の
濃
い

も
の
は
、
β
カ
ロ
チ
ン
が
豊
富
で

す
。

　

さ
つ
ま
い
も
の
切
り
口
か
ら
出

る
粘
性
の
あ
る
白
い
乳
液
は
、
ヤ

ラ
ピ
ン
と
い
う
樹
脂
成
分
。
豊
富

な
食
物
繊
維
と
相
ま
っ
て
便
通
を

よ
く
し
、
ま
た
健
胃
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ラ
ピ
ン

は
皮
の
近
く
に
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
皮
ご
と
食
べ
る
と
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

足
は
午
後
に
な
る
と
む
く
み
が
で
て
多
少
大

き
く
な
る
の
で
、
購
入
す
る
場
合
は
、
午
後
か

ら
お
店
に
行
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

靴
は
か
か
と
部
分
が
斜
め
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た

「
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
カ
ッ
ト
」
の
も
の
が
お
勧
め
で

す
。
か
か
と
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
衝
撃
を
緩

和
し
、
滑
ら
ず
安
定
し
た
着
地
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
ま
先
か
ら
親
指
の
付
け
根
が
適
度
に

屈
曲
す
る
も
の
、
通
気
性
が
よ
く
、
む
れ
に
く

い
素
材
で
で
き
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

靴
の
重
量
は
、
自
分
の
体
重
の
約
１
〜
１
．
５

％
を
目
安
と
し
、
少
し
重
め
の
も
の
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
を
高
め
る
に
は
、
正

Ⅰ　

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で
歩
く

Ⅱ　

靴
の
選
び
方

●目線はいつも 10 ～ 15 ｍ先を見ま
しょう
●ひじを軽く曲げ、腕をコンパクトに
元気よく振ると早く歩けます
●呼吸は自然に、脚の動きに合わせて
「吸う吸う」「吐く吐く」がいい

疲れてくると目線が下向きになり、
姿勢は悪くなります。目の位置と同
じ高さのものを目標にするとよい
でしょう。荷物はできるだけ持たな
いようにし、両手を自由にしましょ
う。歩くスピードにあわせて「吸う
吸う」「吐く吐く」、リズミカルに
呼吸すると疲れません。

正しく歩くためのポイント
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身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

地
理
的
、
身
体
的
事
情
等
で
来

所
困
難
な
身
体
障
害
者
の
便
宜
を

図
る
た
め
、
県
の
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
８
日
（
木
）

受
付
…
午
後
１
時
〜
２
時

診
察
…
午
後
２
時
〜

便
潜
血
反
応
検
査
に
よ
る

大
腸
が
ん
検
診

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

診
療
所
、
紀
南
病
院
、
須
崎
医
院
、

谷
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
に
て
事
前
に

専
用
容
器
を
受
け
取
り
、
２
日
間

採
便
し
、
容
器
を
受
け
取
っ
た
医

療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
料
金
】
６
０
０
円
（
70
歳
以
上

の
方
は
無
料
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
住
民
健
康
係

☎
２
―
３
８
１
１

診療
時間午前8時30分～午後5時15分

●●●  11 月の担当医  ●●●

 6 日  二村 　昭　医師
（相野谷診療所）

13 日  大石 知実　医師
（大石医院）

20 日  平谷 一人　医師
（荒坂診療所）

27 日  谷口 智行　医師
（谷口クリニック）

●●●  12 月の担当医  ●●●

 4 日  平谷 　一人　医師
（荒坂診療所）

11 日  尾辻 　啓　医師
（尾辻内科クリニック）

18 日  大石 　知実　医師
（大石医院）

25 日  平谷 　一人　医師
（荒坂診療所）

紀南病院内科系
日曜外来診療

　

最
近
、
日
本
で
も
生
活
様
式
の

変
化
な
ど
か
ら
、
大
腸
が
ん
が
増

え
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
の
早
期

発
見
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し

て
、
便
潜
血
反
応
検
査
が
あ
り
ま

す
。

　

御
浜
町
で
は
昨
年
と
同
様
、
町

内
医
療
機
関
に
て
便
潜
血
反
応
検

査
に
よ
る
検
診
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

【
期
間
】
11
月
１
日
〜
12
月
28
日

【
対
象
者
】
40
歳
以
上
の
住
民

【
検
査
項
目
】
問
診
・
免
疫
便
潜

血
反
応
検
査
（
ヒ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
）
２
日
法

【
受
診
方
法
】
ご
希
望
の
町
内
医

療
機
関
（
大
久
保
医
院
、
尾
呂
志

納
期
限
11
月
30
日
（
水
）

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 11

月
の
納
税
期
限

【
場
所
】
紀
南
病
院

【
診
察
内
容
】

⑴
整
形
外
科

①
手
帳
交
付
要
否
・
障
害
程
度
変

更
の
医
学
的
判
定
（
か
か
り
つ

け
医
師
の
い
な
い
場
合
や
判
定

困
難
事
例
に
つ
い
て
の
判
定
）

②
補
装
具
要
否
判
定

⑵
耳
鼻
科

①
手
帳
申
請
の
た
め
の
診
察
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

②
補
聴
器
の
要
否
判
定
（
た
だ
し

障
害
程
度
変
更
を
要
す
る
も
の

は
行
い
ま
せ
ん
）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

（
予
約
締
め
切
り
11
月
18
日
㈮
）

†
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

大お
お
や家
）

●
固
定
資
産
税
第
４
期

海洋環境保全推進週間
未来に残そう青い海

11月１日（火）～７日（月）
●家庭のゴミを捨てる。
●排水口付近で魚がたくさん死んでいる。
●使用しなくなった船を放置したり、捨てたりする。
　　これらを見かけたら、通報をお願いします。
　　尾鷲海上保安部　☎０５９７―２５―０１１８

日本赤十字社資募金運動へのご協力

ありがとうございました
　日本赤十字社資募金運動には、多くの皆さんのご理解とご協力
により、１，５０３，７００円の社資をお寄せいただきました。
皆さんに厚くお礼申し上げますとともに、今後とも日赤事業の充
実と発展にご支援いただきますようよろしくお願いいたします。
　なお、この社資は日本赤十字社に送金させていただきました。
ありがとうございました。

†問い合わせ先†　福祉保健課　☎３―０５１５（担当　大
おおや
家）
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女
性
相
談

　

女
性
の
抱
え
る
悩
み
や
心
配
ご

と
に
つ
い
て
、
婦
人
相
談
員
が
相

三
重
県
最
低
賃
金
が

「
時
間
額
６
７
１
円
」
に

改
正
決
定

自
衛
隊
生
徒
募
集

農
業
所
得
の
申
告
は

収
支
計
算
で

　

農
業
所
得
の
申
告
に
用
い
ら
れ

て
き
た
水
稲
、
転
作
田
の
農
業
所

得
標
準
は
、
平
成
18
年
分
の
確
定

申
告
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
農
業
所
得
標
準
を

適
用
し
、
確
定
申
告
を
さ
れ
て
き

た
方
は
、
農
業
所
得
標
準
廃
止
後

は
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を

差
し
引
く
「
収
支
計
算
」
で
農
業

所
得
を
計
算
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

出
荷
伝
票
な
ど
収
入
金
額
の
分

か
る
書
類
と
、
領
収
書
な
ど
必
要

経
費
の
分
か
る
書
類
を
保
存
し
、

inform
ation
corner

町図書館だより 新書のお知らせ

〈いい子〉じゃなきゃ
いけないの？
香山　リカ  著

新刊案内（中央公民館）

親
が
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
か
た
づ

け
を
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
せ
っ

か
く
何
か
を
す
る
な
ら
、親
に「
あ

ら
、
い
い
子
ね
」
と
言
っ
て
も
ら

っ
た
ほ
う
が
い
い
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
は
、
ず
る
い
こ
と
で
も
悪

い
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。〈
い

い
子
〉
と
言
わ
れ
た
い
、
そ
の
た

め
に
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
努
力

を
す
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と

で
す
。　
　
　
（
ま
え
が
き
よ
り
）

　

電
車
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
と
な

り
の
席
に
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
若

い
母
親
が
座
り
ま
し
た
。母
親
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
頭
を
な
で
な
が
ら
さ

か
ん
に
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
い
い
子
ね
ー
、
あ
な
た
は
本
当

に
い
い
子
だ
ね
ー
」

　

ま
だ
こ
と
ば
は
わ
か
ら
な
い
は

ず
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
母
親
に
そ
う

言
わ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に

ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
ま
し
た･･･

。

　

お
そ
ら
く
、
私
た
ち
の
誰
も
が
こ

の
赤
ち
ゃ
ん
と
同
じ
よ
う
な
体
験

を
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、

親
な
ど
の
大
好
き
な
お
と
な
に
「
い

い
子
だ
ね
ぇ
」
と
頭
を
な
で
ら
れ

た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
心
の
奥
に

「
い
ち
ば
ん
い
い
思
い
出
の
ひ
と

つ
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
は
ず
。

〈
い
い
子
〉
と
い
う
こ
と
ば
く
ら

い
、
子
ど
も
に
と
っ
て
言
わ
れ
て

気
持
ち
の
よ
い
こ
と
ば
は
な
い
の

で
す
。

　

み
な
さ
ん
だ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ

ノ
ー
ト
な
ど
に
記
録
い
た
だ
け
れ

ば
、比
較
的
簡
単
に
「
収
支
計
算
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
尾
鷲
税
務
署

（
個
人
課
税
部
門
☎
０
５
９
７
―

２
２
―
２
２
２
４
）
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
賦
課
係

☎
３
―
０
５
１
０

　

防
衛
庁
で
は
、
平
成
18
年
春
採

用
の
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
生
徒
と
は
、
自
衛
隊
の

最
新
ハ
イ
テ
ク
装
備
を
扱
う
基
幹

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
養
成
す
る
た
め
、

　

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
、
三

重
県
内
で
働
く
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ

ー
ト
労
働
者
を
含
む
全
て
の
労
働

者
（
た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除
く
）

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
０
８

中
学
校
卒
業
者
を
採
用
し
て
十
分

な
期
間
を
か
け
て
教
育
す
る
制
度

で
す
。
特
別
職
国
家
公
務
員
と
し

て
給
与
を
受
け
取
り
な
が
ら
学

び
、
高
校
卒
業
資
格
も
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
受
験
資
格
】
中
学
卒
業
（
見
込

含
む
）
で
17
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】
平
成
17
年
11
月
１

日
〜
平
成
18
年
１
月
10
日

【
試
験
日
程
】

●
一
次
試
験　

平
成
18
年
１
月
14

日
（
発
表
１
月
23
日
）

●
二
次
試
験　

平
成
18
年
１
月
27

日
〜
30
日
（
う
ち
１
日
間
）（
発

表
２
月
21
日
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

自
衛
隊
三
重
地
方
連
絡
部

熊
野
募
集
事
務
所

☎
０
５
９
７
―
８
５
―
２
２
１
４

信長の棺
加藤　廣　著

天声人語
朝日新聞論説委員室　著

ダーチャのいのり
木崎　さと子　著

談
に
応
じ
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
、
個
人
の
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

【
相
談
内
容
】

●
夫
婦
、
親
子
、
親
族
間
の
こ
と

●
結
婚
、
離
婚
、
異
性
関
係
の
こ

と　

●
対
人
関
係
、
金
銭
問
題
、

健
康
等
生
活
全
般
の
こ
と　

●
夫

や
恋
人
な
ど
の
親
し
い
関
係
に
あ

る
男
女
間
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

【
相
談
場
所
】

〈
火
・
木
・
金
曜
〉

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
２
階

紀
北
保
健
福
祉
部
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
５
９
７
―
２
３
―
３
４
２
９

〈
月
・
木
曜
日
〉

紀
南
保
健
福
祉
部
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
５
９
７
―
８
５
―
４
１
０
１

※
相
談
に
来
ら
れ
る
際
は
、
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　御浜町では、平成 17 年度自治宝くじの助成を
受けて、「尾呂志長寿の郷づくり協議会」の備品
を購入しました。

　

【日　　時】11 月 19日（土）
　　　　　 午後１時 30分から（約１時間半）
【場　　所】中央公民館　３階研修室
【講　　師】中村　彰（なかむら　あきら）さん
　　　　　  〈メンズセンター運営委員長〉
【テ ー マ】「女と男のいい関係
　　　　　  ～男性の視点から見た男女共同参画～」
【参加対象】どなたでも参加していただけます
【参 加 費】無料（ただし事前申込をお願いします）

　「男女共同参画は女性の問題」って思っていませ
んか？本当は男性が生きやすい社会を作るためで
もあるのです。男性の立場から、男女共同参画が
どうして必要なのか、わかりやすくお話いただき
ます。
　ぜひ多数の皆様のご参加をお待ちしております。

†申し込み・問い合わせ先†
　教育委員会生涯学習係
　☎３―０５２６（担当　畑

はたなか

中）

男女共同参画
推進講演会

　11 月９日から 15 日まで、「あなたです　火のあるくらしの
見はり役」をスローガンに、秋の全国火災予防運動が実施され
ます。
　予防運動期間中だけではなく、常に火災に対する意識を高め
私達の大切な生命や財産を奪う火災を発生させないよう注意し
ましょう。

■３つの習慣
　○寝たばこは、絶対やめる。
　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

■４つの対策
　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　○火災を小さいうちに消火するために、住宅用消火器等を設

置する。
　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力

体制をつくる。

†問い合わせ先†
　熊野市消防本部予防課予防係　☎０５９７―８９―０９９４

秋の全国火災予防運動

住宅防火　命を守る　７つのポイント

備　品　一　覧

品　　　　名 数量
ユニカール 5
ワイヤレスアンプ 1
有線マイク 1
ワイヤレスマイク 1
書架６段（セルビング） 4
パンフレットスタンド 1
机（折りたたみ） 8
折りたたみ椅子 ２4
展示用パネル（支柱含む） 2
プリンタ 1
グラウンドゴルフセット 1

自治宝くじ助成

尾呂志長寿の郷づくり協議会に
備品を購入
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向こう側向こう側

歌とパフォーマンスで観客を沸かせた泉谷しげるさん

　教育委員会の自主文化事業「泉谷しげる　アコー
スティックコンサート」が、中央公民館で開催され
ました。
　泉谷さんは、ギター１本で持ち歌を熱唱。観客を
ぐいぐい引き込み、終盤には皆総立ちで拳を振り上
げるほど盛り上がったステージとなりました。
　また、北海道や広島から訪れたという熱狂的な
ファンが、開場を待つ間、会場前で路上ライブを繰
り広げる光景なども見られ、泉谷さんの人気ぶりが
うかがえました。

向こ向こ向こ向こう側う側う側う側う側う側

　教育委員会の自主文化事業「泉谷しげる　アコー

泉谷しげる
アコースティックコンサート

10/2

　わがら元気塾の自主講座「パッチワーク教室」が

中央公民館でありました。この日は「スー（日よけ

帽子をかぶった少女）のタペストリー作り」が行わ

れており、約 20人が受講しました。受講者は、難し

いところは講師の先生に尋ねながら柄の違う小布を

器用にはぎ合わせ、スーのパッチワークを施した壁

掛けを完成させました。

わがら元気塾
パッチワーク教室

10/13

第７回
御浜町文化芸能まつり

10/9

　第７回御浜町文化芸能まつりが中央公民館で開催

されました。町内の芸能団体の皆さんが日頃の練習

の成果を発表し、その姿を一目見ようとたくさんの

観客が訪れました。

　また、第１部の終わりには、ステージ下に約 30

人が輪を作り、御浜音頭の総踊りを披露。会場全体

が御浜の民俗芸能に包まれた瞬間となりました。

ハギレを形にそって縫い合わせる受講生

揃
い
の
は
っ
ぴ
を
着
て
御
浜
音
頭
を
踊
る
参
加
者

日
本
民
謡
中
鉢
会
に
よ
る
民
謡
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人間
ピラミッドの完成

運
動
会

阿田和保育園

志原保育所

阿田和小学校

神志山小学校・神木保育所

パパ、三輪車がんばって！

足並みそろえてイチ、ニ、イチ、ニ

相手より先にロープをとった方が有利！

揺れるパンに悪戦苦闘

親子ガエルでピョンピョン

ヨ
ー
イ
ド
ン
。

誰
が
か
け
っ
こ
速
い
か
な
？

運
動
会

運
動
会

神志山小学校・神木保育所神志山小学校・神木保育所神志山小学校・神木保育所

写
真
で

　

つ
づ
る

14
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ハ

ード
ル越えもラクラク

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
各
小
学
校
・
保
育
所
等
で
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
運
動
会
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
人
が
さ
わ
や
か

な
空
の
下
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
た
ち
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
走
っ
て
踊
っ
て

引
っ
張
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
競
技
を
満
喫
。
一
般
競
技
に
参
加
し
た
お
と

な
の
方
た
ち
も
、
た
ま
に
転
ん
で
土
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
童
心
に

返
っ
て
奮
闘
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

市木保育所

御浜小学校

尾呂志運動会

かごをめがけて
「それっ入れ！」

先
に
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
ど
っ
ち
!?

地
区
別
対
抗
長
縄
跳
び
で

保
護
者
も
ハ
ッ
ス
ル

腕に力を入れてひっぱれ！

まっすぐ大玉転がせるかな？

運動会

15

　
　

　
　バ

トン
をつなぐため一生懸命走

る
よ
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クローズ
-  UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課
身近な話題を
　お寄せください
　　　　行政係

市
木
保
育
所
で
保
育
の
仕
事
を
体
験

し
た
の
は
、
佐
古
麻
衣
子
さ
ん
と
宇
城

麻
実
さ
ん
。「
子
ど
も
が
好
き
だ
か
ら
」

と
い
う
動
機
で
こ
の
職
種
を
選
ん
だ
と

い
う
２
人
は
、
年
長
組
・
年
中
組
・
１

歳
児
の
保
育
を
体
験
し
ま
し
た
。
す
ぐ

に
園
児
と
も
打
ち
解
け
、
一
緒
に
散
歩

に
出
か
け
た
り
食
事
の
手
伝
い
を
し
た

り
、「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、
遊
ぼ
う
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
、
園
児
の
人
気

者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

２
日
間
の
体
験
学
習
を
終
え
た
２
人

は
、「
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
子
ど
も
と

み
は
ま
広
報
俳
句
九
月
抄

鹿し
し
が
き垣

に　

古ふ
る
あ
み網

張
り
る　

島
農
家　
　
　
　
　

七
海　

笑
涙

月
冴さ

ゆ
る　

も
み
が
ら
山
の　

煙
立
つ　
　
　

桧
作　

豊
子

し
ら
じ
ら
と　

汀
な
ぎ
さ

の
波
の　

小こ

も

ち

づ

き

望
月　
　
　

 

大
川　

青
螺

漸よ
う
や

く
に　

残
暑
解
放　

里
の
秋　
　
　
　
　

 

和
田　

一
潮

し
だ
れ
咲
き　

背
丈
に
あ
ま
る　

萩は
ぎ

真ま

し

ろ白　
　

中
納　

米
子

か
す
か
吹
く　

風
を
捉と

ら

え
て　

こ
ぼ
れ
萩　
　

山
本　

要
子

宵よ
い
や
み闇

に　

ひ
び
く
櫂か

い

の
音　

御み

ふ

ね船
島し

ま　
　
　
　

後
呂　

智
子

子こ

づ

れ連
猪じ

し　

闇
に
ま
ぎ
れ
て　

畑は
た

荒あ
ら

す　
　
　
　

日
浦
と
よ
乃

読
み
か
け
の　

本
そ
の
ま
ま
に　

夏
終
る　
　

湊　
　
　

貞

朝
顔
の　

数
減
�
て
ゆ
く　

季
節
か
な　
　
　

谷
口　

希
世

待ま
つ

宵よ
い

や　

な
ま
け
心
の　

女
来
る　
　
　
　

井
奥　

冨
久
子

こ
の
先
に　

友
の
墓
あ
り　

彼
岸
花　
　
　
　

杉
目　

黄
渓

心
あ
る　

団う

ち

わ扇
の
風
を　

も
ら
い
け
り　
　
　

須
川　

行
雄

蜩
ひ
ぐ
ら
しや　

家
の
階
段　

手
す
り
つ
く　
　
　
　
　

榎
本　

宣
子

台
風
の　

逸そ

れ
て
予
報
に　

膝
を
打
つ　
　
　

向
井　

春
羊

四よ

も方
閉と

ざ
す　

仙
人
出
そ
う
な　

霧き
り

襖ぶ
す
ま

　
　

 

真
砂　

笑
子

う
た
た
寝
や　

蝿
一
匹
が　

夢
を
消
す　
　
　

尾
崎
喜
美
子

手
花
火
を　

三み

ば

ん晩
こ
ぼ
し
て　

孫
帰
る　
　
　

中
村　

幸
子

賜た
ま

わ
り
し　

ま
だ
穂
の
匂

に
お
ひ　

今こ

と

し年
米ま

い　
　
　

 

濱
浦　
　

清

　

10
月
13
〜
14
日
の
２
日
間
、
御
浜
中
学
校
の
２
年
生
が
職
場
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
職
場
体
験
を
通
し
て
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、

働
く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
を
学
ぶ
」「
地
元
の
産
業
を
実
際
に
体
験
す
る
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
住
む
町
や
産
業
を
認
識
・
理
解
す
る
」「
社
会
生
活
、
商

業
生
活
を
営
む
上
で
の
礼
儀
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
」
の
3
つ
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
58
人
の
生
徒
が
、
熊
野
市
か
ら
新
宮
市
ま
で
の
20
の
企

業
や
公
共
機
関
で
学
び
ま
し
た
。

御浜中学校２年生が
職場体験学習

園
児
の
世
話
を
す
る
宇
城
さ
ん

（
右
）
と
佐
古
さ
ん
（
左
）

遊
ぶ
の
は
意
外
と
大
変
だ
っ
た
」
と
少

し
疲
れ
た
顔
も
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し

た
。「リ

サ
イ
ク
ル
に
興
味
が
あ
っ
た
」

と
い
う
動
機
で
ご
み
収
集
の
仕
事
を
希

望
し
た
の
は
、
更
家
彰
浩
く
ん
、
岡
村

亮
汰
く
ん
、
福
本
洸
く
ん
。
ご
み
収
集

車
に
乗
っ
て
町
内
を
回
っ
た
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
分
別
な
ど
の
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。「
疲
れ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
。」「
勉
強
に
な
っ
た
。」
等

感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
３
人
、
実
り
あ

る
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
作
業
す
る

更
家
く
ん
ら
３
人
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人  口 10,199 人 （＋11人）
　  男 04,755 人 （＋   7人）
　  女 05,444 人 （＋      4人）

世帯数 4,330 戸 （＋   7 戸）

10月１日現在の人の動き 金
木
犀
の
香
り
が
ど
こ
そ
か
し
こ

で
漂
い
始
め
ま
し
た
。
外
の
景

色
も
緑
か
ら
茶
色
に
変
わ
り
だ
し
、
朝

晩
は
寒
さ
も
覚
え
ま
す
。
秋
で
す
▼
秋

は
私
の
い
ち
ば
ん
好
き
な
季
節
。
ど
こ

か
物
悲
し
い
秋
の
空
気
に
浸
っ
て
い
る

と
、
私
の
頭
に
は
某
鉄
道
会
社
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー「
そ
う
だ
、京
都
へ
行
こ
う
」

の
フ
レ
ー
ズ
が
、
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
乗
っ
て
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
美
し
い
古
都
の
紅
葉
が
恋

し
く
な
り
ま
す
▼
秋
の
行
事
も
一
段
落

つ
く
11
月
下
旬
頃
が
チ
ャ
ン
ス
。
人
の

混
雑
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
紅
葉
は
い
ち

ば
ん
見
頃
な
時
期
の
は
ず
。
今
か
ら
人

の
少
な
い
穴
場
を
探
し
、
い
ざ
癒
し
の

旅
へ
。

宇城　新
にいな

奈ちゃん

直訓さ
ん・麻里さ

ん

高木　直
なおき

輝く
ん

一さ
ん・祥子さ

ん

（平成17年８月１日～
　　　　　31日届出分）

♥  阿田和 

♥

小あじの開きの
天ぷら
材　料（4人分）

健康逸品 この一品

　小あじ･････ 8 匹　　　大根おろし　　　　
　ちくわ･････４本　　　　大根･････ 240g
　小麦粉･････適量　　　　味付けなめたけ（ビン）････ 40g
　卵･･･････ 1/2 個
　水･････････適量
　天ぷら油･･･適量

作 り 方

メニュー提供：御浜町食生活改善推進協議会

～シリーズ～

人を大切にする
まちづくり

教育委員会

①小あじは開き、骨とぜいごを除く。

②ちくわは半分に切る。

③天ぷらの衣を作り、小あじの開きとちくわを

揚げる。

④大根をおろし、味付けのなめたけを加えて混

ぜる。

♥  市　木 

♥

　

●
ご
存
知
で
す
か
？
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」

　

三
重
県
で
は
11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を

「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
と
し
て
、
人
権
啓
発
活
動
を
特
に

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、な
ぜ
11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
こ
と
を
う
た
っ
た
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
国
連
で
採
択
さ
れ
た
の
は
１
９
４
８
年
12
月

10
日
、そ
こ
で
国
連
は
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
し
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
人
権
デ
ー
ま
で
の
１
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）

を
「
人
権
週
間
」
と
し
、
そ
し
て
三
重
県
は
、
人
権
デ
ー
ま
で

の
１
ヶ
月
間
を
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
と
し
た
の
で
す
。

　
「
人
権
」
っ
て
、
目
に
見
え
な
い
も
の
だ
か
ら
な
か
な
か
話
題

に
し
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
「
こ
れ
っ
て
差
別
な
の

か
な
？
」「
私
の
人
権
っ
て
守
ら
れ
て
な
い
の
で
は
？
」
と
時
々

考
え
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
？ 

誰
も
が
「
私
は
差
別
な
ん
か
し

て
い
な
い
」
っ
て
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
自
分
の
気

づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
他
の
人
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
「
気
づ
く
」
こ
と
が
差
別
を
な
く
す
第

１
歩
で
す
。

　

普
段
か
ら
人
権
に
つ
い
て
家
族
や
周
り
の
方
と
お
話
す
る
の
は

難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
話
し
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
こ
の
期
間
に
地
域
で
開
催
さ
れ
る
人

権
の
つ
ど
い
や
講
演
会
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〔




